
【導入】 
「あれから六年近くの月日が経ち、自分はやっぱり犯人の弟なのだと思い知りました。加害

者の家族というのは、幸せになっちゃいけないんです。僕は生きることをあきらめようと決

めました。」 
 
これは、ある無差別殺人犯の弟が、亡くなる一週間前に残した手記です。 
 
彼は「加害者家族」となってから、悲惨な人生を歩み続けました。 
 
職を失い、家を転々とすることを余儀なくされ、愛する人と結婚することも叶わなかった。 
 
彼は、誰にも相談できずに、一人で苦しみを抱え込むことしかできませんでした。 
 
そして、失意と孤独にさいなまれたまま、自ら命を断ってしまったのです。 
 
確かに、これは加害者家族の中で最悪の悲劇だったかもしれません。 
 
しかし、加害者家族は、程度は違えどそれぞれが苦しみを抱えています。 
 
本弁論では、犯罪加害者家族の救済の必要性について訴えます！ 
 
 
【現状】 
加害者家族は、家族が起こした犯罪をきっかけに、様々な被害を受けることになります。 
彼らは、家族が犯罪を犯してしまったという事実からくる精神的苦痛に加え、周囲からの非

難を受けています。 
実際に、加害者家族のうち約４割が！家族が犯罪を犯したことを原因に、周囲からの嫌がら

せや脅迫などをうけているのです。 
 
具体的には、近所や学校といったコミュニティ内での誹謗中傷。家への落書き。転居や退職

を強いられることもあります。 
 
このような被害の相談件数だけでも、およそ1000件存在します。 
 
加えて、彼らは、家族が犯した犯罪について、様々な対応をすることとなります。 
 
被害者への対応、押しかけるマスコミへの対応。刑事的な手続きをする必要もあります。 
 
このような、逮捕後の対処自体が彼らの重い負担となります。 
 
実際に、加害者家族になってしまったことで直面した困難として8割以上が 
「逮捕後、家族としてその後どのように動けばよいかわからなかった」ということを挙げて

います。 
 
彼らは、このような 
「どうしたらいいかわからない」状況下で、孤立し、心理的な負担を負うのです。 



 
実際に、加害者家族のうち4割がうつ状態にあるというデータも存在します。 
 
ここまでの話をまとめると、彼らは社会的に孤立し、重い心理的負担を負っているのです。 
 
それゆえ彼らは、自分たちの境遇を相談できる相手を欲しています。 
 
実際に、NPO法人が行ったアンケートによると、加害者家族のうち9割以上は、「同じよう

な境遇を体験した人に相談する機会が欲しい」「専門家や関係団体を紹介してほしい」と

いった回答をしています。 
 
しかし！　現在の政府は、彼らに対しての支援を「一切」行っていないのです！ 
代わりに、支援の役割を担っているのはNPO団体です。 
 
しかし、加害者支援を行っているNPO団体は、全国でたったの二か所！ 
 
そのうえ運営している職員も、合わせて13人しかいません。 
 
このNPO団体の代表者も、 
「NPO団体だけでは、全国の加害者家族を救うのは、資金・人員的に限界がある」　と

語っており、加害者家族への支援は、現在、圧倒的に不足しているのが現状です。 
 
以上のことをまとめると、加害者家族は、心理的に重い負担を負っていながら、周囲からの

支援がなく、社会的に孤立してしまっているのです。 
 
 
【問題点】 
国が加害者家族を支援する必要性はない、と考える方もいるでしょう。 
 
彼らが非難されるのは、非難されるだけの責任があるからであって、当然であろう。という

主張です。 
 
その、非難されるだけの責任とはいったい何でしょうか？ただ「家族だから」という理由で

しょうか？ 
 
周囲から非難され、社会的に孤立する。それが加害者家族の、本当に正しい責任の取り方な

のでしょうか？ 
 
私はそうは思いません。 
 
加害者家族が責任を負う相手は本来、被害者やその家族であるはずです。 
彼ら加害者家族が、関係のない第三者から非難されるいわれは、どこにもないのです！ 
 
想像してみてください… 
 
ある日突然、家族が犯罪者となった衝撃を。 



 
その後、目まぐるしく環境は変化し、 
周囲から非難を向けられ、孤立…。 
 
1人、苦しみを抱えて生きていくしかない…。 
 
これを、「加害者家族だから」という理由だけで耐えるしかないのです！ 
 
私は、この現状を！　不条理を！　許すことができません！ 
 
【理念】 
私は、孤立した加害者家族に寄り添い、手を差し伸べることができる社会を実現したい！ 
 
加害者家族は、犯罪者の家族として、十字架を背負って生きていく宿命なのかもしれませ

ん。 
 
そして、その十字架から逃れることは難しいのかもしれません。 
 
しかし、そんな彼らに寄り添ってくれる存在がいれば！ 
 
深い傷をいやしてくれる場所があったとしたら！ 
 
どんなに救われることでしょうか！ 
 
 
【プラン】 
そこで、私は、加害者家族の窮状を救うために、加害者家族支援センターの設立を提案しま

す！ 
 
この団体を各都道府県ごとに設置します！ 
 
そして、この支援センターでは二種類の相談・支援を提供します。 
 
一点目は、加害者家族に対する心理的な支援。 
 
二点目は、加害者家族の抱える様々なトラブルへの相談です。 
 
まず、一点目について説明します。 
加害者家族に対して集団的にピアサポートという手法で心理的な援助を行います。 
 
ピアサポートとは、加害者家族が一か所に集まり、定期的に同じ経験をした相手と話しあう

手法です。 
 
この手法は、同じ境遇の人同士が相談するという特性上、問題が自分だけのものではないと

感じられ、心理的ストレスが軽減される一定の効果が認められています。 
 



また、必要に応じて、個別のカウンセリングを受けられるような体制も整えます。 
 
これを実行することで、加害者家族の心理的な苦痛をやわらげることができます。 
 
次に、二点目について説明します。 
 
加害者家族の抱えるトラブルに対処するための相談窓口を開設します。 
 
彼らの抱えるトラブルは、被害者への対応、押しかけるマスコミへの対応。 
刑事的な手続きなど多岐にわたります。そうして追い詰められる中、抱えるトラブルへの対

処の仕方に困ったり悩んだりしてしまうのです。 
 
そこで、それぞれの問題に対処する専門家を紹介したり、助言を行ったりすることで解決策

を提示していくことにします。 
 
 
こうすることで加害者家族はそれぞれの問題に対処の方法を見つけ、自身でその問題を解決

していくことができるのです。 
 
以上二点のプランによって、彼らの求める心理的援助と様々なトラブルへの相談の場を確保

でき、悩みを抱え込んで加害者家族が孤立に陥るといった状態から救い出すことができるの

です。 
 
 
 
 
【締め】 
あまりに不条理で、重い十字架を背負わされてしまった、加害者家族。 
 
彼らには、寄り添い、そっと手を差し伸べてくれる存在が必要です。 
 
ひとりで悩み続けるしかなかった彼らに、温かな支援が与えられることを願って、本弁論を

終了させていただきます。 
 
ご清聴ありがとうございました。 
 


